
議案第34号 

 

備前市心身障害者医療費給付条例の一部を改正する条例の制定について 

 

備前市心身障害者医療費給付条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

 

 

令和7年2月19日提出 

 

備前市長 𠮷 村 武 司 

 

 

 

 

 

備前市条例第 号 

 

備前市心身障害者医療費給付条例の一部を改正する条例 

 

備前市心身障害者医療費給付条例(平成17年備前市条例第138号)の一部を次のように改正す

る。 

 

題名を次のように改める。 

備前市障害者医療費給付条例 

第1条中「心身障害者(以下「障害者」という。)」を「障害者」に改める。 

第3条第2項第2号中「6月」の次に「まで」を加え、同項第3号を次のように改める。 

(3) 前項第1号から第3号までに掲げる者については、同項第1号から第3号までに該当するこ

ととなったときの年齢が65歳以上である者 

第3条第2項に次の1号を加える。 

(4) 前項第4号に掲げる者については、精神障害者保健福祉手帳を初めて取得したときの年

齢が65歳以上である者 

第4条第2項中「及び第9条ただし書」を削る。 

第5条中「心身障害者医療費受給資格証」を「障害者医療費受給資格証」に改める。 

第6条第2項中「交付の日から毎年6月末日まで」を「以下のとおり」に改め、同項ただし書を

削り、同項に次の各号を加える。 
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(1) 第3条第1項第1号から第3号までに掲げる者については、交付の日から身体障害者手帳の

再認定年月及び知的障害の再判定年月の末日又は受給資格証の交付の日以降の6月末日ま

でのいずれか早い日とする。 

(2) 第3条第1項第4号に掲げる者については、交付の日から精神障害者保健福祉手帳の有効

期間の末日又は受給資格証の交付の日以降の6月末日までのいずれか早い日とする。 

第6条中第4項を第6項とし、第3項の次に次の2項を加える。 

4 市長は、前項の申請があった場合において、受給資格者につき、この条例により医療費の給

付を受ける資格があると認めたときは、受給資格証の更新を行うものとする。 

5 前2項の規定にかかわらず、市長は、受給資格者につき、この条例により医療費の給付を受

ける資格があると認めたときは、職権により受給資格証を更新することができる。 

第10条第2項中「場合における」を「ときの」に改める。 

附 則 

(施行期日) 

1 この条例は、令和7年4月1日から施行する。 

(備前市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正) 

2 備前市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例(平成27年備前市条例第45号)の一部を

次のように改正する。 

別表第1及び別表第2中「備前市心身障害者医療費給付条例」を「備前市障害者医療費給付

条例」に改める。 
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議
案
第
34
号
参
考
資
料
 

備
前
市
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
 
 
 
正
 
 
 
案
 

現
 
 
 
 
 
 
 
行
 

備
前
市
障
害
者
医
療
費
給
付
条
例

 
 
 

備
前
市
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
条
例
 

(目
的
) 

(目
的

) 

第
1条

 
こ
の
条
例
は
、
障
害
者
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
受
療
を
容
易

に
す
る
た
め
、
障
害
者
に
対
し
医
療
費
支
給
の
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
障
害
者
の
福

祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

第
1条

 
こ
の
条
例
は
、
心
身
障
害
者
(
以
下
「
障
害
者
」
と
い
う
。
)の

受
療
を
容
易

に
す
る
た
め
、
障
害
者
に
対
し
医
療
費
支
給
の
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
障
害
者
の
福

祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

(受
給
資
格
者
) 

(受
給
資
格
者
) 

第
3条

 
（
略
）
 

第
3条

 
（
略
）
 

2 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
給

資
格
者
と
し
な
い
。
 

2 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
給

資
格
者
と
し
な
い
。
 

(1
) 

（
略
）
 

(1
)
 
（
略
）
 

(
2
) 

障
害
者
が
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(昭
和
6
0
年
法
律
第

3
4

号
)
附
則
第

32
条
第

1
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
と
さ
れ
た
老
齢

福
祉
年
金
の
支
給
対
象
者
で
あ
る
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
障
害
者

の
前
年
の
所
得

(
1
月
か
ら

6
月
ま
で
の
間
に
お
け
る
判
定
に
際
し
て
は
前
々
年

の
所
得
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
)の

額
又
は
当
該
障
害
者
の
配
偶
者

(婚
姻
の
届
出

を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
も
の
を
含
む
。
)
若
し
く

は
民
法

(明
治
2
9年

法
律
第

8
9号

)第
8
77
条
第

1項
に
定
め
る
扶
養
義
務
者
で
主

と
し
て
当
該
障
害
者
の
生
計
を
維
持
す
る
者
の
前
年
の
所
得
の
額
が
、
国
民
年

金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

3
2
条
第

1
1項

の
規
定
に
よ
り
、
当
該

(
2
)
 
障
害
者
が
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(昭
和

6
0
年
法
律
第

3
4

号
)
附
則
第

32
条
第

1
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
と
さ
れ
た
老
齢

福
祉
年
金
の
支
給
対
象
者
で
あ
る
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
障
害
者

の
前
年
の
所
得
(
1月

か
ら

6月
 
 
 
 
の
間
に
お
け
る
判
定
に
際
し
て
は
前
々
年

の
所
得
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
)の

額
又
は
当
該
障
害
者
の
配
偶
者
(婚

姻
の
届
出

を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
も
の
を
含
む
。
)若

し
く

は
民
法

(明
治

2
9年

法
律
第

8
9号

)第
8
7
7
条
第

1
項
に
定
め
る
扶
養
義
務
者
で
主

と
し
て
当
該
障
害
者
の
生
計
を
維
持
す
る
者
の
前
年
の
所
得
の
額
が
、
国
民
年

金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第

3
2
条
第

1
1項

の
規
定
に
よ
り
、
当
該
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老
齢
福
祉
年
金
の
全
部
の
支
給
を
停
止
さ
れ
る
額
以
上
で
あ
る
と
き
の
当
該
障

害
者
 

老
齢
福
祉
年
金
の
全
部
の
支
給
を
停
止
さ
れ
る
額
以
上
で
あ
る
と
き
の
当
該
障

害
者
 

(
3
)
 
前
項
第

1号
か
ら
第

3号
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
同
項
第

1
号
か
ら

第
3号

ま
で
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
の
年
齢
が
65
歳
以
上
で
あ
る
者
 

(
3
)
 
前
項
各
号
に
新
た
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
の
年
齢
が

6
5
歳
以
上

で
あ
る
者
 

(
4
)
 
前
項
第

4号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
初

め
て
取
得
し
た
と
き
の
年
齢
が
65
歳
以
上
で
あ
る
者
 

 

(医
療
費
の
範
囲
) 

(医
療
費
の
範
囲
) 

第
4条

 
（
略
）
 

第
4条

 
（
略
）
 

2 
前
項
の
受
給
資
格
者
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
費
用
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
医
療

保
険
各
法
(第

2条
第
1項

第
1号

か
ら
第

6号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ

の
項
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
お
い
て
同
じ
。
)の

規
定
に
よ
り
受
給
資
格
者
以
外

の
被
保
険
者
等
(以

下
「
受
給
資
格
者
以
外
の
者
」
と
い
う
。
)の

療
養
に
係
る
額
を

算
定
し
て
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
け
る
高
額
療
養
費

の
算
定
は
、
医
療
保
険
各
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
受
給
資
格
者
以
外
の
者

の
療
養
に
係
る
額
を
除
き
、
医
療
保
険
各
法
の
高
額
療
養
費
の
算
定
の
例
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。
 

2 
前
項
の
受
給
資
格
者
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
費
用
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
医
療

保
険
各
法
(第

2条
第
1項

第
1号

か
ら
第
6号

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ

の
項
及
び
第

9
条
た
だ
し
書
に
お
い
て
同
じ
。

)
の
規
定
に
よ
り
受
給
資
格
者
以
外

の
被
保
険
者
等
(以

下
「
受
給
資
格
者
以
外
の
者
」
と
い
う
。
)
の
療
養
に
係
る
額
を

算
定
し
て
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
け
る
高
額
療
養
費

の
算
定
は
、
医
療
保
険
各
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
受
給
資
格
者
以
外
の
者

の
療
養
に
係
る
額
を
除
き
、
医
療
保
険
各
法
の
高
額
療
養
費
の
算
定
の
例
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。
 

3 
（
略
）
 

3 
（
略
）
 

(受
給
資
格
証
の
交
付
申
請
) 

(受
給
資
格
証
の
交
付
申
請

) 

第
5
条

 
こ
の
条
例
に
よ
る
医
療
費
の
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
市
長
に
対

し
、
障
害
者
医
療
費
受
給
資
格
証
 
 

(以
下
「
受
給
資
格
証
」
と
い
う
。
)
の
交
付

申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
自
ら
交
付
申
請
書
を
提
出
す
る

第
5
条

 
こ
の
条
例
に
よ
る
医
療
費
の
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
市
長
に
対

し
、
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
資
格
証

(以
下
「
受
給
資
格
証
」
と
い
う
。
)の

交
付

申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
自
ら
交
付
申
請
書
を
提
出
す
る
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こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
市
長
が
適
当
と
認
め
る
者
に
代
わ
っ
て
行
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
市
長
が
適
当
と
認
め
る
者
に
代
わ
っ
て
行
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

(受
給
資
格
証
の
交
付
等
) 

(受
給
資
格
証
の
交
付
等

) 

第
6条

 
（
略
）
 

第
6条

 
（
略
）
 

2 
受
給
資
格
証
の
有
効
期
間
は
、
以
下
の
と
お
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
す
る
。

 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

2 
受
給
資
格
証
の
有
効
期
間
は
、
交
付
の
日
か
ら
毎
年
6
月
末
日
ま
で
と
す
る
。
た
だ

し
、
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(1
) 

第
3条

第
1項

第
1号

か
ら
第
3号

ま
で
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
交
付
の
日

か
ら
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
認
定
年
月
及
び
知
的
障
害
の
再
判
定
年
月
の
末
日

又
は
受
給
資
格
証
の
交
付
の
日
以
降
の

6
月
末
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
早
い
日
と

す
る
。
 

 

(
2
)
 
第

3条
第

1
項
第

4号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
交
付
の
日
か
ら
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
有
効
期
間
の
末
日
又
は
受
給
資
格
証
の
交
付
の
日
以
降
の

6月
末
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
早
い
日
と
す
る
。
 

 

3 
（
略
）
 

3 
（
略
）
 

4 
市
長
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
受
給
資
格
者
に
つ
き
、
こ
の

条
例
に
よ
り
医
療
費
の
給
付
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
受
給
資

格
証
の
更
新
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

 

5 
前
2項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
長
は
、
受
給
資
格
者
に
つ
き
、
こ
の
条
例
に
よ

り
医
療
費
の
給
付
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
職
権
に
よ
り
受
給

資
格
証
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

6 
（
略
）
 

4 
（
略
）
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(給
付
方
法
) 

(給
付
方
法
) 

第
10
条
 
（
略
）
 

第
10
条
 
（
略
）
 

2 
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
被
保
険
者
等
に
支
払
う
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
の
 
 
 
 
 
 
医
療
費
の
給
付
は
、
当
該
医
療
費
を
負
担
し
た
者
に

支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
 

2 
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
被
保
険
者
等
に
支
払
う
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
医
療
費
の
給
付
は
、
当
該
医
療
費
を
負
担
し
た
者
に

支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
 

 

91


